
令和７年度第３回札幌方面岩内警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和８年２月26日（木）午後１時30分から午後３時までの間

２ 開催場所
札幌方面岩内警察署 会議室

３ 出席者
⑴ 札幌方面岩内警察署協議会 ７人（定員７人）

会 長 佐藤 千夏
副 会 長 大橋 敦子
委 員 栗栖 有二
委 員 舟見 晃
委 員 佐藤 毅
委 員 髙島 将人
委 員 平井 加奈

⑵ 札幌方面岩内警察署 ７人
署 長 北垣 孝
副 署 長 岸 瑞樹
･ 牧 祐紀刑事 生活安全課長
地域課長 鈴木 隆志
交通課長 南 祐希
警備課長 奥村 元
警務係長 （庶務担当）

４ 議事
⑴ 協議会会長挨拶
⑵ 警察署長挨拶
⑶ 前回協議会における意見を踏まえた取組
ア 共和町梨野舞納における交差点の看板設置について

過去に人身交通事故があった交差点について、優先道路の看板等の設置ができな
いかという御意見がありました。これについて現場を確認して検討をいたしました
が、この場所だけとりたてて事故が多い場所という訳でもないことから、看板の設
置は難しいと判断されたところです。
そこで、事故を抑止していくため、交差点通過時の交通ルールの周知を行うこと
といたしまして、本年12月に岩内交通安全情報として 「北のひろめーる」という、
広報ツールを使い、複数の事業所に対して交差点通行時の遵守事項について発信し
たほか、近郊の事業所等に同じ内容のチラシを配布させていただき、事故防止対策
を図っております。また、交差点違反を含め重点的に取締りを実施していきます。

イ 外国人の対応について
外国人観光客の増加に伴う懸念についてお話しがありました。まずは現状ですが

観光客をはじめとした多数の外国人が当署管内にも訪れているというのは把握して
いるところですが、外国人による犯罪が増えているということはありません。交通
事故については、外国人が当事者となる事故は若干増加がみられるところです。
当署の管内には技能実習生を雇用している事業所も複数あるため、そういった事

業所には、交通ルールを始めとした日本の法律の遵守や防犯対策などの講話を行っ
ているほか、外国人の対応をする機会があった場合には、在留カード等の確認の徹
底や、その場でも防犯指導等を行っているところです。また、管内の宿泊施設の管
理者とも連携を密にし、不審な外国人宿泊客を把握したときに相談いただけるよう
な体制を構築しております。今後も必要な情報は適宜共有させていただきます。

⑷ 管内概況等説明
ア 刑法犯認知・検挙状況、防犯抑止活動状況等（刑事・生活安全課）
イ 交番・駐在所連絡協議会、熊の目撃情報等（地域課）
ウ 交通事故発生・検挙状況、交通事故抑止活動状況等（交通課）



エ テロ対策、爆発物原料対策の取組（警備課）
オ 警察官採用試験受験者の募集（警務課）

⑸ 質疑応答
ア ヘルメットについて
【委員】
自転車運転時のヘルメットは何でも良いのでしょうか

【警察】
安全規格で推奨されているものがあります。

イ 道路情報について
【委員】
雪害や事故を含めた道路状況がタイムリーに分かる仕組みはあるのでしょうか
もっと身近に確度の高い道路情報が入れば、二次被害防止や町の印象も上がると

思います。
【警察】
道路によって機関が異なり、それぞれのサイトを見なくてはならない現状にあり

ますが、道路交通情報センターでは、ラジオ等で情報を発信しています。
新しい車であれば、カーナビに反映される仕組みになってきているので、分かり

やすいと思います。
また、道路の渋滞等に関する加入通報では、警察として状況をお答えできること

もあり対応いたします。
ウ 買取り業者からの電話について
【委員】
買取り業者からよく連絡がくるのですが、良い業者なのか悪い業者なのか分から

ず、何か被害に遭っている方はいるのでしょうか
【警察】
価値のある物を二束三文で買い取るような押し買い等は、当署管内での認知はあ

りません。
日本に滞在している中国人の方が、本州の業者の代表者として行商に来て訪問買

い取りをするケースは毎年確認されています。
不審な外国人が金属の買い取りに来ている等の通報を受け、身分確認をすると不

審点はなかったということがあります。
行商には許可証を持ち歩かなければならないことになっているので、許可証の提

示を求め確認すれば、正規な行商であることが分かります。
気をつけて頂きたいのは、この時期、行商のふりをして除雪機や重機を盗んだり

することがあるので注意して下さい。
防犯対策として、車庫の中に入れる、チェーンを付ける、防犯カメラを設置する

など盗まれないようにして下さい。
エ 道路の補修について
【委員】
道路の穴ぼこが走行する上で危ないです。

【警察】
認知した際は、関係機関に情報共有し、対応します。

５ 次回の開催予定
令和８年６月頃を予定


